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一
北
海
道
（
国
産
）
小

麦
の
現
状

日
本
国
内
の
小
麦
の

消
費
量
は
約
六
〇
〇
万

ト
ン
前
後
で
す
。
そ
の

内
、
現
在
国
内
で
生
産

さ
れ
る
量
は
七
十
～
八

十
万
ト
ン
（
自
給
率
約

十
二
％
）
で
、
不
足
分

は
輸
入
（
ア
メ
リ
カ
産
、

カ
ナ
ダ
産
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
産
）
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
で
生
産

さ
れ
る
小
麦
の
六
～
七

割
は
北
海
道
で
生
産
さ

れ
て
お
り
、
北
海
道
は

国
内
で
最
も
大
き
な
小

麦
の
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。国
内
消
費
さ
れ
る
約

六
〇
〇
万
ト
ン
の
小
麦

の
八
十
五
％
は
小
麦
粉

と
し
て
使
わ
れ
、
中
で

も
パ
ン
用
、
め
ん
用
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
小
麦
粉
以
外
の
消
費
は
〝
醤
油
″

〝
飼
料
用
″
等
）

そ
の
中
で
、
国
産
小
麦
に
つ
い
て
は
、
「
う

ど
ん
」
な
ど
の
「
日
本
め
ん
用
」
を
中
心
に
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
日
本
め
ん
用
の
輸

入
小
麦
（
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
）
に
比
べ

て
品
質
面
で
劣
る
こ
と
等
か
ら
、
国
産
小
麦

は
、
日
本
め
ん
用
の
約
三
割
程
度
し
か
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ほ
か
和
菓
子
等
の
特

定
需
要
に
多
く
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
小
麦
粉
と
し
て
最
も
需
要
の
あ
る
「
パ
ン

用
」
と
し
て
の
用
途
は
少
な
く
、
一
部
（
北
海

道
産
　
春
ま
き
小
麦
等
）
の
利
用
に
止
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
国
産
麦
の
「
パ
ン
適
正
」
が

低
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

二
　
大
き
な
問
題
・
「
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

と
は
？
－
生
産
量
は
増
え
た
け
ど
－

近
年
、
全
国
的
に
転
作
麦
を
中
心
に
作
付

面
積
・
生
産
量
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
一
年
で
は
全
国
の
作
付
面
積
一
六
・
九
万
h
a

が
十
四
年
で
は
二
〇
・
一
万
h
a
に
増
加
。
同
時

に
生
産
量
も
五
十
八
二
二
万
ト
ン
か
ら
約
八
十

二
万
ト
ン
へ
急
増
し
ま
し
た
。

麦
の
流
通
は
平
成
十
二
年
よ
り
民
間
流
通

に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
量
が
急
増
し

た
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
の
販
売
予
定
数
量

と
実
需
者
の
購
入
希
望
数
量
に
大
き
な
差
が

見
ら
れ
ま
す
。
（
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
）

十
四
年
産
の
販
売
予
定
数
量
（
売
り
た
い
畳
）

約
七
十
三
万
ト
ン
に
対
し
購
入
希
望
数
量
（
実

需
者
が
買
い
た
い
量
）
約
六
十
五
万
ト
ン
、
十

五
年
産
に
つ
い
て
は
、
販
売
予
定
数
量
約
七

十
三
万
ト
ン
に
対
し
購
入
希
望
は
六
十
六
万

ト
ン
に
止
ま
っ
て
お
り
、
売
れ
残
り
が
発
生

し
て
い
る
状
況
で
す
。

国
の
施
策
に
伴
っ
て
小
麦
全
体
の
生
産
量

は
毎
年
伸
び
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た

「
需
要
と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
国
産
小
麦
の
用
途
、
品

質
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
産
小
麦
は
①
タ
ン
パ
ク
含
有
量
が
中
程
度

で
あ
る
た
め
、
用
途
が
主
と
し
て
　
〝
日
本
め

ん
〟
　
に
限
定
さ
れ
る
②
用
途
が
競
合
す
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
産
に
比
べ
粉
の
色
相
に
く
す
み

が
あ
る
③
地
域
、
年
産
に
よ
り
品
質
の
バ
ラ

ツ
キ
が
大
き
い
①
製
粉
効
率
（
歩
留
り
、
製
瀞



時
間
）
が
悪
い
等
、
実
需
者
か
ら
は
使
用
し
ず

ら
い
と
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
の
産
地
を
見
る
と
、
従
来
か
ら
の
産

地
は
比
較
的
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
転

作
麦
を
中
心
に
近
年
生
産
が
急
増
し
、
品
質

改
善
の
取
り
組
み
の
遅
れ
た
地
区
ほ
ど
、
「
需

給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
八
月
の
播
種
前
入
札
（
麦
の
価

格
は
前
年
の
八
月
・
播
種
前
に
決
定
し
ま
す
）

で
は
、
北
海
道
を
中
心
と
し
た
「
パ
ン
用
小
麦
」

は
価
格
が
上
昇
し
た
も
の
の
、
主
産
地
の
主

要
銘
柄
に
つ
い
て
も
価
格
は
低
下
、
銘
柄
間

価
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
人
気
銘

柄
は
高
く
、
不
人
気
銘
柄
は
価
格
が
低
下
）

実
需
者
か
ら
は
国
産
麦
に
対
し
今
ま
で
以

上
に
品
質
向
上
や
安
定
供
給
を
求
め
て
お
り
、

生
産
地
は
需
要
に
合
っ
た
生
産
へ
の
転
換

（
品
種
や
品
質
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

≡
　
「
ハ
ル
ユ
タ
と
は
作
り
ず
ら
い
品
種
？

話
を
北
海
道
産
小
麦
に
も
ど
し
ま
す
。

北
海
道
で
作
ら
れ
る
小
麦
に
は
秋
に
播
く

「
秋
ま
き
小
麦
」
と
春
に
播
く
「
春
ま
き
小
麦
」

が
あ
り
、
北
海
道
の
麦
の
主
産
地
で
あ
る
道

東
で
は
「
秋
ま
き
小
麦
」
が
主
流
、
道
央
部

水
田
地
帯
を
中
心
に
転
作
作
物
の
一
つ
と
し

て
「
秋
ま
き
小
麦
」
と
と
も
に
「
春
ま
き
小
麦
」

が
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
全
国
で
一
番
作
ら
れ
て
い
る
品

種
は
「
ホ
ク
シ
ン
（
北
海
道
）
」
で
全
国
の
作
付

の
四
十
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
（
二
位
は
農

林
六
十
一
号
、
作
付
二
十
五
％
）

今
話
題
の
国
産
小
麦
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
は
春

ま
き
小
麦
に
分
類
さ
れ
、
国
産
小
麦
と
し
て

は
最
も
パ
ン
適
正
が
高
い
こ
と
か
ら
熱
心
な

フ
ア
ン
も
多
く
、
実
需
者
の
み
な
ら
ず
一
般

の
消
費
者
か
ら
も
引
き
合
い
（
ニ
ー
ズ
）
の
強

い
小
麦
で
す
。

反
面
、
穂
登
牙
（
雨
な
ど
で
収
穫
前
に
芽
が

出
て
し
ま
い
、
商
品
価
値
ゼ
ロ
に
な
る
）
の
発

生
や
病
気
の
発
生
に
弱
い
な
ど
の
欠
点
が
多

く
、
作
り
づ
ら
い
品
種
で
あ
る
た
め
、
生
産

量
が
安
定
し
な
い
こ
と
が
大
き
な
欠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
、
収
穫
前
後

の
天
候
が
不
安
定
な
年
が
続
き
、
穂
発
芽
、

病
気
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
、
低
収
量
な
年

が
続
き
、
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

田
　
寺
ま
き
小
麦
の
救
世
主
に
な
る
か
7

－春よ恋－

春
ま
き
小
麦
の
新
品
種
「
春
よ
恋
」
　
は

「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
の
欠
点
を
克
服
す
る
品
種
と

し
て
、
平
成
十
二
年
に
登
場
し
ま
し
た
。

「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
と
良
質
性
、
耐
病
性
に
優

れ
る
品
種
を
掛
け
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
「
春

よ
恋
」
は
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
に
比
べ
耐
病
性
、

耐
穂
発
芽
に
優
れ
、
収
量
も
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」

に
優
る
品
種
で
す
。
若
干
カ
ラ
（
梓
）
が
柔
ら

か
く
、
倒
伏
し
や
す
い
こ
と
が
欠
点
は
あ
る

も
の
の
、
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
の
欠
点
で
あ
っ
た

穂
発
芽
の
発
生
や
病
気
に
比
較
的
強
い
こ
と

か
ら
、
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
に
変
わ
る
品
種
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
パ
ン
適
正
や
製
粉
適
正
で
す
が
、

パ
ン
適
正
は
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
並
か
ら
や
や

優
る
と
さ
れ
、
製
粉
歩
留
り
で
は
や
や
劣
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
全
道
的
に
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
が
減

少
し
「
春
よ
恋
」
の
作
付
が
増
加
す
る
と
思

い
ま
す
。
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五
　
ハ
ル
ユ
タ
カ
の
逆
襲

－
話
題
の
初
冬
ま
き
栽
培
－

昨
年
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
テ
レ
ビ
・
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た

江
別
市
で
行
っ
て
い
る
　
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
の
初

冬
ま
き
栽
培
」
　
で
す
が
、
こ
の
栽
培
方
法
は

収
穫
量
が
不
安
定
な
春
ま
き
小
麦
を
何
と
か

し
ょ
う
と
生
ま
れ
た
技
術
で
す
。

本
来
、
春
（
四
月
）
に
播
く
「
春
ま
き
小
麦
」

を
前
年
の
根
雪
前
（
十
一
月
中
旬
）
に
種
を
播

く
こ
と
で
生
育
期
間
を
確
保
し
、
生
育
を
早

め
（
普
通
の
栽
培
よ
り
七
日
～
十
日
程
度
）
、

病
気
の
発
生
や
収
穫
直
前
の
雨
を
回
避
し
、

穂
発
芽
の
発
生
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
す
。
江
別
市
の
栽
培
事
例
で
は
、
収
穫
が
約
一

週
間
程
度
速
ま
り
、
際
ど
い
と
こ
ろ
で
穂
発

芽
の
発
生
を
回
避
し
た
例
や
病
気
の
発
生
が

減
少
し
た
例
が
見
ら
れ
、
高
い
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

新
品
種
「
春
よ
恋
」
も
栽
培
は
可
能
で
す
が
、

江
別
市
で
は
敢
え
て
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
で
初
冬

ま
き
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
そ
の
代
わ
り

春
ま
き
栽
培
は
す
べ
て
「
春
よ
恋
」
の
予
定
）

こ
れ
は
、
多
く
の
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
フ
ア
ン

の
期
待
を
ど
う
や
っ
た
ら
生
産
者
が
答
え
ら

れ
る
か
考
え
た
結
果
で
す
。
江
別
市
（
当
普
及

セ
ン
タ
ー
管
内
）
で
春
ま
き
栽
培
で
「
ハ
ル
ユ

タ
カ
」
を
つ
く
る
こ
と
は
収
量
、
品
質
面
の
リ

ス
ク
が
大
き
い
た
め
、
初
冬
ま
き
栽
培
に
す

る
こ
と
で
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
　
の
収
量
、
品
質

を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
　
十

五
年
産
（
十
四
年
十
一
月
播
種
）
は
約
二
八
〇

h
a
が
初
冬
ま
き
栽
培
が
実
施
さ
れ
、
八
月
に

は
約
二
一
〇
〇
ト
ン
の
　
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
が

収
穫
さ
れ
る
予
定
で
す
。
（
こ
う
ご
期
待
－
こ

六
　
最
後
に
－
進
む
パ
ン
用
小
麦
へ
の
品
種

開
発
・
そ
し
て
1

北
海
道
で
も
　
〝
パ
ン
用
秋
ま
き
小
麦
″
　
が

・
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
「
キ
タ
ノ
カ
オ
リ
」
と
い

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
付
け
ら
れ
、
十
六
年
産
よ

り
本
格
的
に
作
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
（
結
構

お
い
し
い
で
す
）

ま
た
、
府
県
で
も
東
北
や
九
州
で
同
じ
よ

う
に
パ
ン
用
秋
ま
き
小
麦
が
開
発
さ
れ
、
県

を
あ
げ
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
品
種
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
国

産
パ
ン
用
小
麦
と
い
う
分
野
に
新
し
い
品
種

が
登
場
す
る
こ
と
は
、
用
途
が
限
ら
れ
て
い

た
国
産
麦
の
需
要
拡
大
に
大
き
く
つ
な
が
り

ま
す
。そ
う
い
っ
た
新
し
い
動
き
の
中
で
、
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

「
国
産
小
麦
」
　
「
道
産
小
麦
」
そ
し
て
　
「
食
糧

の
自
給
」
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

・
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
六
日
生
ま
れ

・
勤
務
地

石
狩
中
部
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

江
別
市
大
麻
元
町
一
五
四
Ⅰ
四

℡
〇
二
－
三
八
六
Ⅰ
四
六
二

・経歴昭
和
六
十
二
年
～
空
知
北
部
地
区
農
業

改
良
普
及
所
（
現
セ
ン
タ
ー
）
勤
務

平
成
六
年
～
日
高
中
部
地
区
農
業
改
良

普
及
所
（
現
セ
ン
タ
ー
）
勤
務

平
成
十
一
年
～
石
狩
中
部
地
区
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
勤
務
　
現
在
に
至
る

・
職
務
内
容
　
水
稲
、
畑
作
、
資
金
等
担
当
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娘
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
頃
の
あ
る
日
、
「
お
母
さ
ん
、
は

い
」
と
一
枚
の
紙
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
見
る
と
、
四
角
に
囲

ん
だ
中
に
茶
色
の
濃
淡
で
何
や
ら
措
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

リ
ー
二
一
ン
ジ
ン
以
外
は
、
茶
色
で
地
味
な
お
弁
当
だ
な
あ
」
と
い
つ

も
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
遠
足
の
お
弁
当
の
絵
が
茶
色
だ
っ

た
事
で
、
子
供
な
が
ら
に
母
の
こ
だ
わ
り
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
と
、

と
て
も
う
れ
し
く
息
い
ま
し
た
。

三
歳
の
頃
の
娘
は
、
マ
ッ
ク
や
ロ
ッ
テ
リ
ア
の
前
を
素
通
り
で
き
ま

は
翌
日
の
遠
足
に
持
っ
て
行
き
た
い
お
弁
当
の
絵
で

し
た
。
一
口
お
に
ぎ
り
（
の
り
巻
）
、
ミ
ニ
ハ
ン
バ
ー

グ
、
の
り
巻
き
ほ
う
れ
ん
草
、
拍
子
木
に
切
っ
た
こ

ン
ジ
ン
、
こ
こ
ま
で
は
判
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
お
弁
当
と

同
じ
様
に
措
か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
も
う
一
種
類

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
丸
、
四
角
、
三
角
、
細
長
い
も
の
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
れ
、
な
あ
に
？
」
娘
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。
「
黒
く
て
、
長
く
て
〇
〇
〇
（
自
分
の
名
前
）

の
好
き
な
も
の
だ
よ
お
」
と
、
繰
り
返
す
ば
か
り
で
す
。
し

ば
し
の
や
り
取
り
の
あ
と
、
や
っ
と
そ
れ
が
「
五
目
豆
」
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
黒
豆
の
丸
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
四
角
、
ニ

ン
ジ
ン
と
し
い
た
け
の
三
角
、
ひ
じ
き
の
細
長
い
も
の
と
、

わ
か
っ
て
し
ま
え
ば
、
常
に
食
卓
に
あ
る
も
の
で
し
た
。
た

だ
、
ひ
じ
き
以
外
は
一
・
五
m
角
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
食
べ

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
さ
あ
食
べ
よ
う
と
な
る
と
、
ポ
テ
ト

フ
ラ
イ
と
バ
ン
ズ
パ
ン
の
ソ
ー
ス
の
つ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

し
か
食
べ
ま
せ
ん
。
お
子
様
ラ
ン
チ
も
お
ま
け
の
お
も
ち
ゃ

の
た
め
に
注
文
す
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
「
自
分
の
好
き

な
味
じ
ゃ
な
い
」
と
納
得
す
る
ま
で
に
何
度
、
母
が
お
子
様

ラ
ン
チ
を
食
べ
て
娘
は
総
花
堂
弁
当
を
食
べ
た
こ
と
か
。
で

も
何
度
か
繰
り
返
す
う
ち
に
「
食
べ
た
い
」
と
言
わ
な
く
な

り
ま
し
た
。

「
食
物
」
は
生
命
を
未
来
に
つ
な
ぐ
鎖
だ
と
思
い
ま
す
。
切

れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
太
い
鎖
に
し
て
い
く
た
め
に
自
分
が

食
べ
て
い
る
も
の
を
よ
く
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
「
赤
い

ウ
イ
ン
ナ
ー
」
や
「
ピ
ン
ク
の
た
ら
こ
」
は
、
さ
す
が
に
あ

ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
「
見
た
目
の
お
い
し
さ

の
た
め
」
の
着
色
や
、
「
必
要
以
上
に
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
」

に
く
そ
う
だ
と
思
い
、
お
弁
当
に
は
入
れ
て
い
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
遠
足
の
お

弁
当
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
い
ほ
ど
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
っ

か
り
火
の
通
っ
た
卵
焼
き
が
苦
手
な
の
で
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
プ
ロ
ッ
コ

の
保
存
料
、
「
素
材
の
味
を
補
う
（
？
）
た
め
」
の
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
、
食
品

添
加
物
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
必
要
な
理
由

を
知
り
、
本
当
に
必
要
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
少
し
で
も
減
ら
せ
る
の

か
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
食
べ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



二
〇
〇
三
年
二
月
十
五
日
、
札
幌
市
中
央
区
の
エ
ス
タ
内
「
プ
ラ
ニ

ス
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
北
海
道
食
の
自
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
遺
伝
子
組
み
換
え
」
。
第
一

部
は
「
現
状
と
基
礎
知
識
」
と
題
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
天
笠
啓
祐

氏
と
名
古
屋
大
学
理
学
部
助
手
の
河
田
昌
東
氏
に
よ
る
対
談
、
第
二
部

は
前
出
の
二
氏
に
由
仁
町
で
農
業
を
営
む
三
田
村
雅
人
氏
（
北
海
道
食

の
自
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
と
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
理
事
の

泉
屋
め
ぐ
み
氏
が
加
わ
り
「
も
し
北
海
道
で
作
付
が
行
わ
れ
た
ら
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
　
対
談
「
現
状
と
基
礎
知
識
」

天
　
笠
　
現
在
、
出
回
っ
て
い
る
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
、
ナ
タ
ネ
・

大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ワ
タ
で
、
主
な
生
産
国
は
ア
メ
リ
カ
・
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
カ
ナ
ダ
・
中
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
食
用
油
や
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、
飼
料
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

河
　
田
　
遺
伝
子
組
み
換
え
を
推
進
し
て
い
る
の
は
、
穀
物
で
世
界
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
る
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
が
、
遺
伝
子
を
組

み
換
え
る
の
は
同
じ
作
物
の
交
配
だ
け
で
は
そ
の
効
果
に
限
界
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
除
草
剤
で
死
な
な
い
バ
ク
テ
リ
ア
の
遺
伝
子

を
作
物
に
取
り
込
む
と
、
除
草
剤
を
大
量
に
撒
い
て
も
作
物
は
枯
れ
な

い
と
い
っ
た
効
果
が
あ
る
。
除
草
剤
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
遺
伝
子
組

み
換
え
の
種
と
除
草
剤
を
セ
ッ
ト
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

ある。

天
　
笠
　
日
本
に
お
け
る
遺
伝
子
組
み
換
え
の
問
題
に
食
品
表
示
に
関

す
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
表
示
義
務
の
あ
る
食

品
が
豆
腐
や
納
豆
な
ど
に
限
ら
れ
、
そ
の
表
示
対
象
は
原
材
料
の
使
用

重
量
の
上
位
三
品
ま
で
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
み
換
え
作
物
の
混
入
率

が
五
％
未
満
だ
と
表
示
義
務
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
表
示
義
務
の
な
い

食
用
油
に
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
使
わ
れ
た
り
、
ま
た
表
示
義
務
が

あ
る
も
の
で
も
五
％
未
満
の
割
合
で
組
み
換
え
作
物
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全
て
の
食
品
が
遺
伝

子
組
み
換
え
表
示
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
微
量
で
も
表
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

河
　
田
　
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
収
量
が
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
大
豆
で
は
約
五
％
の
収
量
の
減
少
が
見
ら
れ
、
ま
た
除
草
剤
を

撒
い
て
も
枯
れ
な
い
雑
草
が
増
加
し
た
こ
と
で
農
薬
の
使
用
量
が
増
え

た
。
そ
し
て
、
最
近
の
研
究
で
は
、
組
み
換
え
大
豆
を
食
べ
た
人
の
腸

内
か
ら
範
み
換
え
作
物
と
同
じ
D
N
A
が
検
出
さ
れ
た
り
、
タ
ン
パ
ク

質
中
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
が
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
物
と
六
個
以
上
同
じ
だ

と
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

天
　
笠
　
ま
た
、
花
粉
が
飛
来
す
る
こ
と
で
他
の
作
物
の
遺
伝
子
を
汚

染
す
る
と
い
っ
た
環
境
へ
の
悪
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
も
し
北
海
道
で
作
付
が
行
わ
れ
た
ら
」

三
田
村
　
私
は
、
農
業
を
知
り
た
い
人
を
対
象
に
体
験
農
園
を
開
い
て

い
る
が
、
そ
れ
は
作
る
だ
け
の
農
業
に
疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
だ
。
ま
た
、
現
在
の
農
家
は
種
を
採
取
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

九
十
九
％
は
買
っ
て
い
る
。

泉
　
屋
　
私
達
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
は
、
国
産
や
北
海
道
産
の
物
を
食
べ



た
い
と
の
思
い
か
ら
九
十
六
年
の
輸
入
認
可
か
ら
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
へ
の
反
対
運
動
を
行
っ
て
き
た
。

三
田
村
　
農
業
の
現
場
は
技
術
に
対
す
る
関
心
は
高
い
が
、
食
品
に
関

す
る
議
論
は
な
い
。
遺
伝
子
組
み
換
え
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
に
危
機
感
を
感
じ
る
。

河
　
田
　
も
し
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
作
付
さ
れ
た
ら
、
そ
の
遺

伝
子
が
人
間
の
手
を
離
れ
て
勝
手
に
拡
散
す
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

天
　
笠
　
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
生
産
が
盛
ん
な
ア
メ
リ
カ
で
も
消

費
者
の
反
対
運
動
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
推
進
派
の
力
が
圧
倒
的
に
強

い。三
田
村
　
自
分
は
生
産
者
で
も
あ
る
が
、
作
っ
て
い
な
い
物
は
他
か
ら

買
っ
て
い
る
。
生
産
者
も
消
費
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
歩
み

寄
ら
な
け
れ
ば
こ
の
間
題
は
解
決
で
き
な
い
と
思
う
。

泉
　
屋
　
遺
伝
子
組
み
換
え
の
問
題
は
、
食
品
と
し
て
の
安
全
性
と
い

う
こ
と
の
他
に
、
地
球
環
境
に
負
荷
が
か
か
る
こ
と
も
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
監
う
。

河
　
田
　
海
外
で
は
有
機
栽
培
の
ナ
タ

ネ
の
花
粉
が
遺
伝
子
組
み
換
え
の
物
に

汚
染
さ
れ
た
こ
と
で
裁
判
に
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
は
遺
伝
子
組
み
換

え
種
子
を
販
売
す
る
モ
ン
サ
ン
ト
社
が
、

あ
る
農
家
を
特
許
侵
害
で
訴
え
た
。
そ

の
農
家
は
モ
ン
サ
ン
ト
社
か
ら
買
っ
た

大
豆
の
種
を
l
年
間
植
え
た
が
、
そ
の
翌

年
は
モ
ン
サ
ン
ト
社
の
種
を
蒔
い
て
い

な
い
の
に
組
み
換
え
遺
伝
子
を
持
っ
た

大
豆
が
育
っ
た
。
農
家
は
モ
ン
サ
ン
ト

の
種
を
採
取
し
て
お
ら
ず
、
他
の
畑
か
ら
花
粉
が
飛
来
し
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
育
っ
た
以
上
モ
ン
サ
ン
ト
社
の
特
許
を
侵
害
し

た
と
の
理
由
で
敗
訴
と
な
っ
た
。

三
田
村
　
農
業
に
は
「
土
作
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
昔
か
ら
の

知
恵
で
土
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
良
い
野
菜
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま

た
、
北
海
道
で
は
優
良
な
農
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
継
者
が

い
な
い
た
め
に
耕
作
放
棄
地
と
な
り
農
業
が
崩
壊
し
っ
つ
あ
る
と
い
っ

た
問
題
が
あ
る
。

泉
　
屋
　
私
は
体
に
良
い
物
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
に
良

い
物
と
は
そ
れ
な
り
の
作
り
方
の
他
に
、
そ
れ
な
り
の
環
境
の
中
で
で

き
た
物
だ
と
思
う
。
環
境
を
汚
染
し
な
い
た
め
に
は
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、

空
や
土
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
認
識
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

ヽ

　

O

天
　
笠
　
海
外
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
作
付
さ
れ
た
こ
と
で
農

薬
使
用
量
の
増
加
や
森
林
伐
採
、
農
薬
に
よ
る
環
境
汚
染
が
広
が
っ
た

が
、
北
海
道
で
も
同
じ
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
我
々

の
周
り
に
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
増
え
た
の
は
、
自
給
率
が
低
い
か

ら
で
あ
る
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
安
全
で

信
頼
の
高
い
食
品
を
ど
う
や
っ
て
食
生
活
の
中
心
に
す
る
か
、
こ
れ
か

ら
は
ど
う
い
う
食
に
こ
だ
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
問
題
が
突

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
三
〇
〇
名
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
道

内
各
地
は
お
ろ
か
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
・
名
古
屋
、
遠
く
は
九
州
か
ら

来
ら
れ
た
人
も
い
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
に
回
収
し
た
意
見
や
質

問
も
多
岐
に
渡
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

伺
わ
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
　
事
務
局
　
木
村
匡
希
）
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は
じ
め
ま
し
て
　
キ
ッ
チ
ン
ボ
ラ
ン
で
す

『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
キ
ッ
チ
ン
　
ボ
ラ
ン
』

オ
ー
ナ
ー
笛
　
木
　
康
　
雄

「
こ
こ
の
お
む
す
び
二
個
と
、
す
い
と
ん
が
付
い
て
五
〇
〇
円
に
し

て
く
れ
れ
ば
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
コ
ン
ビ
ニ
に
は
行
か
な
い
よ
」
…
…

キ
ッ
チ
ン
ボ
ラ
ン
で
食
事
を
さ
れ
た
家
族
の
な
か
の
中
学
生
が
ポ
ッ
リ
。

外
食
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
日
常
的
に
な
っ
て
き
た
の
は
、

一
九
七
五
年
頃
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
僅
か

用
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肉
は
柔
ら
か
い
だ
け
で
味
な
ど
し
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
と
味
付
け
を
濃
厚
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
味
付
け
を
濃
く
す
れ
ば
す
る
だ
け
素
材
の
味
は
分
か
ら
な
く
な
る

の
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
ボ
ラ
ン
の
鶏
は
八
十
八
日
間
飼
養
し
ま
す
。
こ
の

く
ら
い
が
、
味
と
歯
応
え
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す。
素
材
の
美
味
し
さ
を
な
ん
と
か
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
実
際
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い

三
十
年
弱
、
外
食
（
中
食
を
含
め
る
と
）
は
、
い
ま
や
飽

和
状
態
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
て
生
活
を
し
て
い
く
の
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
外
食
や
加
工
食
品
の
使
用
が
日
常
的
に
な
っ

て
き
た
こ
と
で
、
家
庭
で
の
食
生
活
は
大
き
く
崩
れ
始
め

て
い
ま
す
。
自
給
ネ
ッ
ト
の
学
校
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
、
学
校
給
食
の
栄
養
士
さ
ん
か
ら
現
場
の
危
機

感
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
的
な
食
を
給
食
メ

た
と
き
に
、
食
の
現
場
を
知
り
た
い
と
四
年
前
農
業
体
験

に
北
海
道
へ
来
た
シ
ェ
フ
と
出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、

四
年
間
の
農
業
体
験
か
ら
「
頑
張
っ
て
い
る
農
家
の
収
穫

を
、
そ
の
思
い
を
料
理
の
な
か
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
…
。

キ
ッ
チ
ン

ボ
ラ
ン
の

誕
生
の
出

会
い
で
し

た。

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
も
、
子
供
た
ち
に
そ
の
味
を
覚
え
さ
せ

る
た
め
で
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
位
に
食
文
化
の
崩
壊
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
を
。

私
は
、
有
機
農
業
と
か
か
わ
っ
て
き
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
、
危
機
感
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
北
海
道
の
第
一
次
産
業
の
復
権
を
、

と
い
う
話
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
大
型
量

販
店
に
行
く
と
、
大
量
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
価
格
が
安
い
だ
け

の
食
品
。
例
え
ば
、
鶏
の
飼
養
期
間
が
三
十
日
と
短
け
れ
ば
、
餌
の
費

旬
の
有
機
野
菜
の
持

つ
素
材
の
生
命
力
や
美

味
し
さ
は
格
別
で
す
。

冒
頭
の
中
学
生
の
三
t
口
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
キ
ッ

チ
ン
ボ
ラ
ン
の
目
指
す

も
の
で
す
。



無
殺
菌
牛
乳
の
意
義
㈲
中
札
内
村
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム

・
代
表
取
締
役
　
長
谷
川
　
竹
　
彦

昨
年
五
月
よ
り
、
日
本
で
唯
一
世
界
で
も
め
ず
ら
し
い
「
無
殺
菌
」

で
の
牛
乳
の
販
売
が
十
勝
限
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
札
幌
地

域
で
も
宅
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
牛
乳
に
関
し
て
は
、
「
そ
ん
な
危
険
な
も
の
は
飲
め

な
い
」
「
気
持
ち
悪
い
」
「
食
中
毒
を
起
こ
し
た
ら
牛
乳
の
イ
メ
ー
ジ
が

さ
ら
に
落
ち
る
」
等
々
、
世
間
で
は
さ
ん
ざ
ん
な
評
価
で
す
。
北
海
道

G
M
は
確
か
に
危
険
だ
L
N
G
M
は
希
少
価
値
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
は
一
つ
の
要
因
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
農
産
物
は
工
業
製
品
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
農
家
一
軒
一
軒
違
う
も
の
が
で
き
ま
す
。
仮
に
一

～
十
の
レ
ベ
ル
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
一
の
レ
ベ
ル
の
最
低
商
品
で
も

農
家
が
自
ら
販
売
し
ま
し
た
、
あ
る
い
は
加
工
し
ま
し
た
と
い
う
だ
け

で
「
こ
だ
わ
り
商
品
」
に
な
り
、
何
故
か
「
高
品
質
商
品
」
に
ま
で
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
商
品
の
内
容
・
中
身
が
全
く
見
え
ず
、
イ
メ
ー
ジ
だ

け
が
先
行
し
て
し
ま
う
典
型
的
な
例
で
す
。

消
費
者
に
は
情
報
が
無
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
実
は
薄
っ

ぺ
ら
い
情
報
が
氾
濫
し
す
ぎ
て
物
事
の
本
質
が
逆
に
見
え
な
く
な
っ
て

の
人
は
酪
農
の
現
場
を
知
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
そ
の
不

衛
生
さ
や
悪
臭
か
ら
想
像
し
て
「
汚
い
」
と
感
じ
る
の
は

当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
だ
わ
り
商
品
の
実
態

を
知
っ
て
い
る
方
か
ら
見
る
と
、
「
無
殺
菌
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
売
ろ
う
と
し
て
い
る
な
ら
と
ん
で
も
な
い

危
険
だ
」
と
感
じ
る
の
も
極
当
然
の
成
り
行
き
だ
と
思
い

ま
す
。実
際
「
食
」
の
現
状
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
と
言
う
か
、

本
当
の
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
う
と
全
く
何
も
食
べ
ら
れ
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
さ
す
が
に
人
類
の
行
く
末
・
地
球
の
未
来
に
危
機
感

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
が
本
物
を
求
め
る
と
言

葉
だ
け
の
本
物
が
溢
れ
、
何
が
本
当
の
本
物
か
訳
が
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
安
全
・
安
心
で
あ

り
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
も
な
り
ま
す
。
有
機
に
し
て
も
そ

う
な
の
で
す
が
、
最
も
危
険
な
の
が
「
ワ
ン
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
商
品
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
類
は
着
実
に
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
存
在
へ
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。
環
境
も
食
も
根
元
的
な
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
そ

危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
本
質
を
見
極

め
る
力
は
人
類
に
は
備
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
食
は

す
べ
て
命
で
す
。
我
々
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

を
抱
く
方
は
少
し
ず
つ
増
え
て
来
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
そ
の
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
こ
だ
わ
り
」
と
称
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
商
品
が
氾
濫
し

て
き
ま
し
た
。

一
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
訴
え
れ
ば
高
く
て
も
買
っ
て
く
れ
る

と
い
う
「
こ
だ
わ
り
市
場
」
は
食
の
実
態
を
更
に
一
層
混
乱
に
陥
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
N
G
M
コ
ー
ン
使
用
と
い
う
だ
け
で
高
品
質
商
品

に
な
り
ま
す
。
う
ち
も
当
然
N
G
M
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ー
ン

を
N
G
M
に
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
動
物
は
健
康
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
逆
（
形
態
に
よ
っ
て
は
健
康
を
損
ね
る
）
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

売
ら
ん
が
た
め
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
質
を
見
極
め
選

ぶ
力
を
つ
け
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
産
者
は
生
活
が

か
か
っ
て
い
る
た
め
、
消
費
者
（
あ
る
い
は
流
通
業
者
）
が
買
っ
て
く
れ

る
も
の
を
つ
く
り
ま
す
。
生
産
者
・
流
通
業
者
を
変
え
る
の
は
消
費
者

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
も
食
も
つ
き
つ
め
て
い
く
と
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
い
う
と
こ
ろ
へ

行
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
牛
乳
で
は
不
可
能
と
さ
れ
る
「
あ
り
の
ま

ま
」
を
実
現
し
た
無
殺
菌
牛
乳
の
意
義
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
高
ま
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
重
要
性
も
増
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

五
十
嵐
美
由
紀

昨
年
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
の
学

習
会
を
十
二
月
十
五
日
（
日
）
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ー
ズ
代
表
取
締
役
近
嵐
蔚

（
ち
か
あ
ら
し
し
げ
る
）
氏
を
訪
ね
、
と
う
ふ
工
房
「
め
め
」
で
行
な
い
ま

し
た
。
近
嵐
氏
は
、
豆
腐
製
造
時
に
使
う
大
量
の
水
問
題
を
配
慮
し
、

原
料
の
大
豆
を
フ
レ
ー
ク
化
し
て
豆
乳
製
造
機
を
開
発
し
た
方
で
す
。

男
性
一
人
と
数
人
の
女
性
が
働
く
清
潔
で
明
る
い
こ
じ
ん
ま
り
し
た
工

房
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
で
作
業
が
で
き
る
乾
燥
床
。
厨
房
は
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
。
豆
腐
や
油
揚
げ
の
製
造
か
ら
、
食
事
の
提
供
に
至
る
ま
で
の
全

て
を
見
せ
る
こ
と
で
と
う
ふ
工
房
「
め
め
」
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
確
立
し
て
い
ま
し
た
。
人
気
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
「
豆
腐
三
味
の
昼
膳
」

を
頂
き
な
が
ら
、
一
粒
の
大
豆
か
ら
こ
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
行
っ
た

工
房
を
目
の
当
り
に
し
、
大
豆
消
費
拡
大
の
可
能
性
を
深
め
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
ト
ラ
ス
ト
連
動
を
進
め
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
い
た
大

変
有
意
義
な
学
習
会
で
し
た
。

今
年
度
の
学
習
を
振
り
返
っ
て

三
年
日
の
大
豆
ト
ラ
ス
ト
は
、
一
九
二
口
（
三
八
四
短
）
で
昨
年
よ
り

十
名
多
い
八
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
参

加
し
て
い
る
十
八
名
を
始
め
、
毎
年
約
二
十
名
の
ト
ラ
ス
ト
参
加
者
が

継
続
し
て
お
り
、
運
動
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
九

月
の
交
流
会
十
二
名
・
十
二
月
大
豆
料
理
講
習
会
九
名
と
行
事
へ
の
参

加
が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
大
豆
料
理
講
習
会
を
新
聞
で
行
っ
た
一

般
公
募
に
は
定
員
を
超
す
申
込
み
が
あ
り
、
来
年
の
大
豆
ト
ラ
ス
ト
参

菜
等
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
畑
を
身
近
に
感
じ
、
運
動
の
自
覚
を
深
め

て
も
ら
う
企
画
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
農
業
情
報
と
し

て
昨
秋
道
東
地
区
で
一
般
畑
の
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
の
実
験
作
付
け

な
ど
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
組
み
換
え
情
報
を

積
極
的
に
行
っ
て
行
き
ま
す
。

lH
U

加
希
望
に
三
名
、
自
給
ネ
ッ
ト
入
会
二
名

と
実
り
多
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
ト
ラ
ス
ト
畑
の
草
取
り
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
　
萩
原
　
英
樹

三
月
十
日
に
十
四
年
度
小
麦
ト
ラ
ス
斗
最
後
の
製
品
発
送
を
終
え
ま

し
た
。
小
麦
は
穂
の
形
状
な
ど
か
ら
収
穫
期
の
雨
の
影
響
を
受
け
や
す

く
収
穫
ま
で
は
、
気
を
許
せ
な
い
農
産
物
の
一
つ
で
し
た
っ
当
初
十
一

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
し
た
が
、
国
の
検
査
・
調
整
が
遅
れ
、
十

二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
四
ケ
月
間
で
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
メ
ー
カ
ー

は
、
製
パ
ン
業
二
社
、
製
麺
業
二
社
、
製
菓
業
二
社
そ
し
て
麦
稗
を
飼

料
に
し
た
牛
牧
場
が
参
加
。
一
三
五
口
の
参
加
者
は
、
消
費
者
九
八
人

の
他
、
生
産
者
、
メ
ー
カ
ー
各
社
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
か
ら

は
、
「
道
産
小
麦
は
本
当
に
美
味
し
い
。
と
っ
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
」

「
子
供
た
ち
が
全
部
食
べ
て
し
ま
っ
た
」
、
「
来
年
は
お
友
達
を
誘
い
ま
す
」

と
嬉
し
い
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
生
産
者
か

ら
も
「
今
ま
で
自
分
が
作
っ
た
小
麦
で
食
べ
た
こ
と
な
か
っ
た
か
ら
…
。
」

女
性
た
ち
か
ら
は
「
自
分
の
粉
で
パ
ン
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
地
元
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
案
も
あ
り
ま
し
た
。

四
回
の
製
品
の
他
に
も
現
場
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
全
生
産
者
を
紹

介
し
た
フ
ァ
ー
ム
レ
タ
ー
を
二
回
、
農
業
情
報
・
メ
ー
カ
ー
を
紹
介
し

た
小
麦
通
信
を
四
回
発
行
し
ま
し
た
。次
年
度
は
、
諸
掟
案
を
参
加
者
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



会
員
か
ら
のメ
ッ
セ
ー
ジ

「
進
路
は
農
業
〃
‥
」

北
広
島
市
（
農
業
）
　
佐
々
木
　
透

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
の

ま
ま
自
然
の
中
に
い
る
仕
事
が
し
た
か
っ
た
。

未
踏
峰
な
ら
燃
え
る
の
で
す
。
自
分
の
全
部

を
注
ぎ
込
ん
で
。
知
ら
な
い
国
や
知
ら
な
い

土
地
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ア
メ
リ

カ
だ
っ
た
り
ス
リ
ラ
ン
カ
だ
っ
た
り
そ
し
て

農
業
だ
っ
た
の
で
す
。
海
外
で
の
巨
大
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
も
木
の
枝
を
切
っ
て
作
っ
た

ク
ワ
で
耕
す
芋
畑
も
夢
と
や
り
が
い
の
塊
だ
っ

た
。
南
も
北
も
、
少
し
考
え
方
が
違
っ
て
い

て
も
み
ん
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
命
に
か
え

る
や
つ
ら
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
と
ん
働
い

て
汗
ぐ
ち
ゃ
で
沈
む
太
陽
を
見
つ
め
た
。
チ
エ

ン
ソ
1
で
木
を
切
り
、
畑
を
畳
一
枚
分
で
も

広
げ
た
い
気
持
ち
が
爆
発
す
る
。
上
手
く
い

か
な
か
っ
た
ら
泣
い
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
始

め
ま
し
た
。
自
然
の
中
に
嘘
は
無
い
。
だ
っ

て
現
実
な
ん
だ
か
ら
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ひ
ま
わ
り
画
像
で
気

象
を
見
ま
す
。
そ
し
て
渦
巻
く
気
流
の
中
の

北
海
道
の
こ
こ
の
畑
の
明
日
の
作
業
を
考
え

ま
す
。
ぐ
る
ぐ
る
回
転
し
て
い
る
宇
宙
の
中

の
農
業
っ
て
生
命
の
ロ
マ
ン
で
す
。
分
か
り

ま
す
よ
ね
〃
こ
の
わ
く
わ
く
あ
ふ
れ
て
く
る

と
め
ど
も
な
い
恋
心
〃
‥
も
っ
と
も
っ
と
若
者

や
し
ょ
ぼ
く
れ
て
い
る
人
々
に
こ
の
素
晴
ら

し
い
農
の
宇
宙
を
語
り
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な

些
細
な
発
見
や
喜
び
で
も
い
い
ん
で
す
。
悲

し
み
で
も
い
い
ん
で
す
。

だ
っ
て
、
私
は
百
姓
な
ん
だ
か
ら
。
自
分

を
人
に
自
慢
し
ま
く
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
〃
‥

少
し
は
感
動
し
た
？
さ
あ
さ
、
そ
れ
な
ら
私

の
野
菜
を
食
っ
て
下
さ
い
。
大
地
の
上
で
働

い
て
／
草
取
り
な
ら
い
く
ら
で
も
出
来
ま
す

ぞ
。
ハ
ハ
ハ
・
‥
。

「
一
日
三
度
の
食
事
の
意
味
」

札
幌
市
中
央
区
　
斎
藤
　
逸
子

一
日
三
食
『
朝
昼
晩
』
本
当
で
す
か
？
こ

の
頃
こ
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
方
っ
て
何
人

日
本
の
何
％
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
朝
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
方
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

食
べ
る
方
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
方
等
何
か
し

ら
ロ
に
さ
れ
る
方
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

は
思
い
ま
す
。
で
も
一
日
三
食
の
意
味
が
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
、
珍
し
く
て
、
手
を
出
す
と
す
ぐ
口

に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
食
が
世
の
中
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ

う
。
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
し
て
も
何
種
類

も
あ
り
、
自
分
で
選
べ
る
、
こ
だ
わ
っ
て
食

べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
大
人
が
作
っ
た
食
事

を
食
べ
、
用
意
し
た
お
菓
子
を
食
べ
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
飲
み
、
そ
の
旺
盛
な
食
欲
を
満
た

し
て
い
る
。
二
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
一

〇
〇
％
で
な
く
て
も
で
き
る
表
示
？
繊
維
の

表
示
で
も
温
泉
の
湯
成
分
の
％
と
の
話
で
も

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
大
人
を
信
じ
て
食
べ
て

い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
こ
こ
は
こ
だ
わ
っ

て
表
示
す
べ
き
所
で
は
な
い
の
か
な
と
、
思
っ

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

一
日
三
度
の
食
事
に
は
内
容
も
時
間
も
意

味
が
あ
る
も
の
で
す
。
未
来
あ
る
子
供
た
ち

に
元
気
な
体
と
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
今
一
度
三
食
の
意
味
を
考
え
て
み
ま
せ

んか。我
が
家
の
九
十
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
三
食

も
年
齢
に
あ
わ
せ
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ

、つ0



こ：＝‡三…三三雲宗蒜戸等を卜妄＝コ
日　時：3月29日（土）13：30～

会　場：リンケージプラザ　2F会議室

（札幌市中央区北1条西9丁目）駐車場有り

※STVスピカ西隣り、元札幌市立病院跡地

総会終了後に、B＆B協会のひろたまゆみ氏による「農業トラスト」のミニ講演

会があります。講演後はひろた氏を囲んで、意見交換会を行います。

お問い合わせ及び出席受け付け：090－2879－2170（事務局蓑島）

販売します。
去る2月15日出、プラニスホール（札幌市）に於て開催された、北海道食の自給

ネットワーク主催のフォーラムの録音テープを販売します。（フォーラムの報告は今

号に掲載されています）

ご希望の方は代金500円を下記口座にお振込み下さい。録音テープ、資料を郵

送いたします。

※500円は録音テープ、資料、送料込みの代金です。

郵便振替：02700－1－47533

「北海道食の自給ネットワーク」

お問い合わせ：090－2879－2170（事務局蓑島）

を
F
A
X
・
郵
送
し
て
下
さ
い
。

一
「
紹
介
し
た
い
人
」

「
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
企
画
」

「
試
し
て
見
て
調
理
方
法
」
等
ご
紹
介
下
さ
い
。

あ
な
た
も
F
空
と
ぶ
て
ん
と
う
虫
』
　
編
集
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
カ
ッ
ト
、
写
真
、
も
ち

ろ
ん
投
稿
大
歓
迎
／

圃
扇
岩
型
凶

三
月
に
な
る
と
北
海
道
の
野
菜
が
恋
し
く
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
じ
ゃ
が
芋
や
玉
葱
は
昨
年

の
も
の
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
け
ど
、
収
穫
し
た
て
の

み
ず
み
ず
し
い
野
菜
が
見
た
い
、
食
べ
た
い
。

今
の
時
期
、
種
ま
き
を
し
て
早
け
れ
ば
四
月
の

終
わ
り
頃
収
穫
に
な
る
葉
物
や
サ
ラ
ダ
野
菜
が

楽
し
み
で
す
。
も
う
一
つ
北
海
道
に
は
、
越
冬

野
菜
と
い
う
雪
の
下
で
冬
を
越
す
人
参
や
ほ
う

れ
ん
草
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ま
た
最
高
に
美
味

し
い
。
冬
の
寒
さ
を
耐
え
て
育
っ
た
野
菜
は
甘

み
が
強
く
な
り
、
中
に
は
栄
養
価
が
上
が
る
も

の
ま
で
。
こ
ん
な
物
語
を
持
っ
た
美
味
し
い
野

菜
が
北
海
道
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

で
知
っ
て
み
ん
な
で
道
産
野
菜
を
応
接
し
ま
し
ょ

う

。
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